　　選後に

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 高橋正子
日当たりを拡げて岸の犬ふぐり　　　　　　　　　洋　子

単なる写生ではない。「日当たりを拡げて」に、なだらかな岸辺、地をおおう「犬ふぐり」の咲きようがよく見える。
頂の三角点に蝶降りぬ　　　　　　　　　　　　　有　花

世の中あるいは自然界には、説明のしがたいものの良さが多くある。この句もそのひとつ。山頂の三角点に蝶が留まった。敢えて意味づけると、山頂、三角点、三角形の翅。危ういがしかし確かなピンポイント。山頂の春の日の輝きである。

揚ひばり畑ねんごろに打ちにけり　　　　　　　　泰　與

ひばりが空高く揚がり、のどかな日和。畑の土を丁寧に打ち返す。行いを丁寧にすれば、心の内も平たんになる。また逆も。

見下ろせば春光の中わが在所　　　　　　　　　　光　子

高いところから、わが住む所を見下ろすと、春光に包まれ、かがやいている。甍も、木々も、土手も、川も、道も。視界に収まるわが在所がどこか嬉しく詠まれている。

赤青黄白にピンクに風船浮く　　　　　　　　　　秀　之

色々な風船が浮いている。春のうららかさ、春の夢を語っているような風船であるが、「浮く」と二音で締めたところに、現実感が出た。
初摘みの土筆を持ちて病室へ　　　　　　　　　　恵　子

入院していれば、季節のもの、戸外のものがうれしい。初摘みの土筆に春が来たことが共に喜べることであろう。

如月の山懐の水清し　　　　　　　　　　　　　　治　代

山に深くしみ込んだ水は、山懐に湧き出て澄んでいる。寒さのなかにも春の兆しが見える如月の静かな明るさが読める。

風集め宙に弾める白木蓮　　　　　　　　　　　  和　子

風を集めて白木蓮が、弾んでいる。「弾む」という捉え方が作者らしさであって、風の中の白木蓮の姿がよく詠まれている。
陽をあびる桜の蕾まるまると　　　　　　　　　　和　代

桜の蕾の表現として「まるまると」は、その「みずみずしさ」と共に作者の桜の蕾に寄せるあたたかい思いが詠まれている。陽をあびて、いよいよ開花の時期も近い桜の蕾である。

漁終えて春の曙光に戻り着く　　　　　　　　　　康　水

漁は朝まだ暗いうちから始められ、曙光が差す頃にエンジンの音高く漁船は港に戻ってくる。漁獲の喜びもあるが、港で待つものには、無事に戻り着いた安堵も大きい。春の曙光に漁港がいきいきと動き始める。
子が鳴らすぺんぺん草よ野の風よ　　　　　　　　あゆみ

野原でペンペン草を摘んで子が鳴らしている。心地よい野の風が吹いてきて、ペンペン草もよく鳴りそうだ。童画のような春の世界。

白木蓮北へ連なる空の蒼　　　　　　　　　　　　洋　介

「北へ連なる空」は、深い蒼といえよう。白木蓮の白が映える蒼が、哀愁を帯びている。白木蓮が北へ帰る白鳥のイメージと重なる。
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